
武
蔵
国
防
人
「
大
伴
部
小
歳
」
歌
に
つ
い
て

－
r
島
伝
ひ
行
く
」
異
見
続
　
1

日
吉
盛
幸

は

じ
め
に

　
埼
玉
県
旧

秩
父
郡
吉
田
町
下
吉
田
に
、
伝
、
文
化
二
（
一
八
O
五
）

年
と
い
う
、
万
葉
歌
二
首
を
刻
し
た
と
り
わ
け
大
き
な
古
碑
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
（
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
）
に
も
図
版
と
と
も

に

詳
細
な
記
述
が
あ
り
、
「
往
昔
ノ
碑
ハ
崩
レ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
近
キ

頃
古
碑
ノ
マ
・
ヲ
模
シ
テ
彫
リ
タ
リ
」
と
、
こ
の
時
、
再
建
さ
れ
た
も

の

で
あ
る
と
い
う
。
g
u
R
l
l
1
1
　
（
1
九
二
八
）
年
十
一
月
、
後
に
文
化
勲

章

を
受
章
す
る
こ
と
に
な
っ
た
佐
佐
木
信
綱
氏
を
、
こ
の
吉
田
歌
碑
に

案
内
し
た
と
い
う
青
葉
伊
左
吉
氏
は
、

　
　
　
秩
父
に

二
つ
の

尊
き
事
実
が
の
こ
さ
れ
た
。
東
に
和
銅
の
献
納
、

　
　
西
に

防
人
歌
の
詠
進
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
物
的
で
あ
り
後
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
全
く
無
形
の
文
化
で
あ
る
。

と
述
べ
、
更
に
、
「
秩
父
の
昔
、
千
余
年
前
の
秩
父
文
化
、
こ
れ
を
は
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

き
り
知
ら
せ
る
も
の
と
し
て
、
唯
一
無
二
の
も
の
、
防
人
の
詠
進
少
歳

の

歌
以
外
に

は
何
物
も
な
い
。
」
と
加
え
て
、
旧
吉
田
「
歌
碑
の
保
護

顕
彰
に
力
」
め
た
。
そ
の
後
、
こ
の
歌
碑
は
、
関
東
大
震
災
な
ど
を
経

て
正
面
に

向
か
っ
て
左
上
部
か
ら
右
下
部
に
か
け
て
大
き
な
亀
裂
を
生

じ
、
　
r
碑
の
崩
れ
激
し
き
た
め
」
、
新
た
に
旧
吉
田
町
「
四
十
周
年
事
業
」

の

一
環

と
し
て
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
、
「
前
碑
を
模
し
て
」
青
葉

佐
一
氏
（
青
葉
伊
左
吉
氏
孫
）
の
揮
毫
に
よ
り
、
新
碑
が
「
再
建
さ
れ

（碑
陰
）
」
る
に
至
っ
た
。

　
平
成
十
七

（1

10
0
五
）
年
四
月
1
日
に
旧
吉
田
町
が
秩
父
市
と
合

併

し
た
折
、
こ
の
新
碑
の
釈
文
プ
レ
ー
ト
の
改
修
を
現
文
化
財
保
護
課

か

ら
の
依
頼
を
受
け
、
平
成
十
九
（
1
1
0
0
七
）
年
一
月
に
旧
プ
レ
ー

ト
の
表
記
に
配
慮
し
て
原
案
を
作
成
し
た
。
二
首
あ
る
短
歌
は
い
ず
れ

も
『
寛
永
版
本
』
に
準
じ
た
万
葉
仮
名
に
よ
る
原
文
表
記
で
あ
っ
た
の

だ

が
、
一
首
目
は
、
巻
第
十
四
「
東
歌
」
の
「
相
模
国
」
の
「
或
本
歌
」

（全
形
異
伝

歌
）
で
、
そ
の
釈
文
を

　
　
む
ざ
し
ね
　
　
　
を
み
ね
み
か
く
　
　
わ
す
　
　
　
　
　
き
み
　
　
な
か
け
　
　
　
　
あ
　
　
　
ね
　
　
　
な

　
・
武
蔵
嶺
の
小
峰
見
隠
し
忘
れ
ゆ
く
君
が
名
懸
け
て
吾
を
音
し
泣
く



　
　

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑭
新
番
三
三
七
九
）

と
し
た
。
秩
父
の
峰
々
を
後
に
、
武
蔵
国
か
ら
旅
に
出
た
男
の
、
留
守

宅
の

妻
女
の
歌
で
あ
る
。

　
二
首
目
が
巻
第
二
十
に
載
る
武
蔵
国
秩
父
郡
出
身
の
「
防
人
の
詠
進

マ

マ

少
歳
の
歌
」
、

　
　
お
ほ
き
み
　
み
こ
と
　
　
　
　
　
　
う
つ
く
　
　
　
ま
　
こ
　
　
て
は
な
　
し
ま
つ
た
　
　
ゆ

　
・
大
君
の
命
か
し
こ
み
愛
し
け
真
子
が
手
離
り
島
伝
ひ
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
一
四
）

　
　
　
右
の
一
首
、
助
丁
秩
父
郡
の
大
伴
部
小
歳

で

あ
る
。
歌
碑
は
二
首
一
組
で
「
妹
と
背
の
唱
和
」
を
仮
想
し
て
建
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
は
、
こ
の
武
蔵
国
秩
父
郡

の

防
人
「
大
伴
部
小
歳
」
歌
の
結
句
「
島
伝
ひ
行
く
」
を
中
心
に
防
人

歌
に

つ
い

て

言
及
し
て
み
た
い
。

一
、

巻
第
二
十
の
防
人
歌
群

　
『
万
葉
集
』
巻
第
二
十
、
「
天
平
勝
宝
七
歳
乙
未
の
二
月
に
、
相
替
り

て
筑
紫
に
遣
は
さ
る
る
諸
国
の
防
人
等
が
歌
」
の
総
題
下
に
、
大
伴
家

持
の
防
人
関
係
作
歌
を
中
途
に
挟
み
な
が
ら
、
こ
の
「
諸
国
の
防
人
等

が
歌
」
に
「
昔
年
の
防
人
が
歌
」
、
r
防
人
を
検
校
す
る
勅
使
と
兵
部
使

人
等

と
同
し
く
集
ひ
て
飲
宴
す
る
に
作
る
歌
」
を
加
え
た
防
人
歌
群
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
文
の
題
詞
や
左
注
を
基
に
作
成
し
た
と
見
ら
れ

る
『
西
本
願
寺
本
」
の
目
録
で
、
よ
く
そ
の
概
要
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
（
便
宜
上
、
符
号
と
旧
国
歌
大
観
番
号
を
付
し
た
。
以
下
同
じ
。
）
。

　
a
二
月
六
日
、
防
人
部
領
使
遠
江
国
史
生
坂
本
朝
臣
人
上
進
歌
七

　

首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
三
二
一
～
四
三
二
七
）

b
二
月
七
日
、
相
模
国
防
人
部
領
使
守
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
宿
奈

　

麻
呂
進
歌
三
首
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
l
l
l
l
　
1
八
～
四
l
l
l
l
1
1
O
）

◎

二
月
八
日
、
兵
部
少
輔
大
伴
家
持
追
痛
防
人
悲
別
之
心
作
歌
一

　
首
井
短
歌
二
首
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
g
e
l
l
l
l
l
l
　
1
～
四
三
三
三
）

⑥

同
九
日
、
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
三
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
l
l
l
l
l
l
g
e
～
g
r
l
l
l
l
l
六
）

e
同
七
日
、
駿
河
国
防
人
部
領
使
守
従
五
位
下
布
勢
朝
臣
人
主
進

　

歌
十
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
三
三
七
～
四
三
四
六
）

f
同
九
日
、
上
総
国
防
人
部
領
使
少
目
従
七
位
下
茨
田
連
沙
弥
麻

　

呂
進
歌
十
三
首
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
三
四
七
～
四
三
五
九
）

⑧

同
十
三
日
、
兵
部
少
輔
大
伴
家
持
陳
私
拙
懐
歌
一
首
井
短
歌
二
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
三
六
〇
～
四
三
六
二
）

h
同
十
四
日
、
常
陸
国
防
人
部
領
使
大
目
正
七
位
上
息
長
真
人
国

　

嶋
進
歌
十
首
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
三
六
三
～
四
三
七
二
）

i
同
日
、
下
野
国
防
人
部
領
使
正
六
位
上
田
口
朝
臣
大
戸
進
歌
十

　
　
1
y
m
　
（
⑳
四
三
七
三
～
四
三
八
三
）

ー
同
十
六
日
、
下
総
国
防
人
部
領
使
少
目
従
七
位
下
県
犬
養
宿
祢

　

浄
人
進
歌
十
一
首
　
　
　
　
（
⑳
四
三
八
四
～
四
三
九
四
）

⑮
同
十
七
日
、
兵
部
少
輔
大
伴
家
持
作
歌
三
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
三
九
五
～
四
三
九
七
）

①

同
十
九
日
、
大
伴
家
持
為
防
人
情
陳
思
作
歌
一
首
井
短
歌
二
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
三
九
八
～
四
四
〇
〇
）
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m
同
廿
二
日
、
信
濃
国
防
人
部
領
使
進
歌
三
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
o
l
～
四
四
〇
三
）

　

n

同
廿
三
日
、
上
野
国
防
人
部
領
使
大
目
正
六
位
下
上
毛
野
君
駿

　
　

河
進
歌
四
首
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
〇
四
～
四
四
〇
七
）

　
◎

同
廿
三
日
、
兵
部
少
輔
大
伴
宿
祢
家
持
陳
防
人
悲
別
之
情
歌
一

　
　

首
井
短
歌
　
（
⑳
四
四
〇
八
～
四
四
一
1
　
1
）

　

p
同
廿
日
、
武
蔵
国
部
領
防
人
使
援
正
六
位
上
安
曇
宿
祢
三
国
進

　
　

歌
十
二
首
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
＝
二
～
四
四
二
四
）

　
◎

昔
年
防
人
歌
八
首
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
二
五
～
四
四
三
二
）

　
①

三
月
三
日
、
検
校
防
人
勅
使
井
兵
部
使
人
等
同
集
飲
宴
作
歌
三

　
　

首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
三
三
～
四
四
三
五
）

　
⑤

昔
年
相
替
防
人
歌
一
首
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
三
六
）

　
総
題
の

「
諸
国
」
は
傍
線
部
の
東
国
十
ヵ
国
で
、
そ
れ
ら
の
「
防
人

等
が
歌
」
は
、
本
文
左
注
（
⑳
四
三
一
＝
～
四
四
二
四
）
に
よ
れ
ば
総
計

工
ハ
六
首
が
進
上
さ
れ
た
も
の
の
、
計
八
二
首
は
拙
劣
歌
と
し
て
採
録

さ
れ
ず
、
目
録
が
示
す
、
長
歌
一
首
（
⑳
四
三
七
二
）
を
含
む
、
計
八

四

首
が
取
載
さ
れ
た
。
こ
れ
に
主
典
磐
余
伊
美
吉
諸
君
が
抄
写
し
、
大

伴
家
持
に

贈
っ
た
⑥
「
昔
年
防
人
歌
八
首
」
と
、
⑤
「
昔
年
相
替
防
人

歌
一
首
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。
因
み
に
、
「
七
歳
」
次
に
歌
を
取
載
さ

れ
た

防
人
の
実
員
数
は
、
f
「
上
総
国
」
に
防
人
の
父
の
歌
が
一
首

（⑳
四

三
四

七
）
、
h
「
常
陸
国
」
に
は
一
人
で
二
首
採
ら
れ
て
い
る
防

人
が

三
人
、
更
に
、
後
述
す
る
p
「
武
蔵
国
」
に
は
防
人
の
妻
の
歌
が

六
首

あ
る
の
で
、
計
七
四
人
と
な
る
。

　

日
付
は
、
十
ヵ
国
の
防
人
部
領
使
が
、
そ
れ
ぞ
れ
集
結
地
で
あ
る
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

波
津

ま
で
引
率
し
て
来
た
防
人
た
ち
の
歌
を
取
り
ま
と
め
て
、
筑
紫
へ

の

出
発
地
で
あ
る
こ
の
地
に
、
防
人
を
検
校
す
る
た
め
に
出
向
し
て
い

た
、
兵
部
少
輔
大
伴
宿
祢
家
持
に
逐
次
進
上
し
た
日
次
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
e
「
同
七
日
、
駿
河
国
」
は
◎
⑥
の
家
持
の
作
歌
「
八
」

r九
」
日
と
前
後
す
る
が
、
e
本
文
（
⑳
四
三
四
六
）
左
注
に
は
「
実
進

九

日
」
の
記
述
が
加
え
て
あ
り
、
実
際
に
進
上
さ
れ
た
の
が
、
九
日
だ
っ

た

と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
P
「
廿
日
、
武
蔵
国
」
が
、
n
「
廿
三
日
、

上
野
国
」
、
◎
F
同
廿
三
日
、
家
持
陳
防
人
悲
別
之
情
歌
」
の
次
の
位

置
に
あ
っ
て
、
や
は
り
日
付
が
前
後
す
る
。
『
新
大
系
』
な
ど
「
古
葉

略
類
聚
妙
だ
け
「
廿
九
日
」
と
す
る
が
、
孤
立
す
る
異
文
な
の
で
、
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

本
の
ま
ま
」
で
r
廿
日
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
し
か
し
、
や
は
り

こ
こ
は
「
廿
九
日
」
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
諸
本
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
九
」
の
字
を
脱
し
た
た
め
と
み
た
い
。
従
っ
て
、
諸
国
防
人
の
到
着

日
は
、
地
理
的
に
難
波
津
に
近
い
遠
江
国
が
二
月
七
日
と
最
も
早
く
、

武
蔵

国
は
小
の
月
の
末
日
二
十
九
日
で
最
も
遅
か
っ
た
。
そ
の
間
二
十

1Iの
日
数
が
あ
り
、

　
・
国
々
の
防
人
集
ひ
船
乗
り
て
別
る
を
見
れ
ば
い
と
も
す
べ
な
し

　
　
　
i
十
四
日
下
野
国
／
神
麻
績
部
嶋
麻
呂
　
（
⑳
四
l
l
l
八
　
1
　
）

　
・
暁
の
か
は
た
れ
時
に
島
陰
を
漕
ぎ
に
し
船
の
た
づ
き
知
ら
ず
も

　
　
　
j
十
六
日
下
総
国
／
他
田
日
奉
直
得
大
理
（
⑳
四
三
八
四
）

と
、
到
着
後
、
先
発
す
る
船
を
見
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
各
国

の

防
人
部
領
使
た
ち
が
、
難
波
津
に
集
結
し
た
の
ち
、
滞
在
し
続
け
一
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堂
に

会

し
て
、
進
上
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
も
、
月
が
替
わ

り
家
持
ら
が
、
①
コ
ニ
月
三
日
に
、
防
人
を
検
校
す
る
勅
使
と
兵
部
の

使
人
等
が
集
ひ

て
飲
宴
」
し
た
の
は
、
防
人
ら
に
宣
勅
な
ど
の
訓
示
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

し
、
慰
労
し
た
後
に
筑
紫
に
向
け
て
順
次
発
航
さ
せ
、
こ
の
歳
の
発
遣

の

任
を
終
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
武
蔵
国
防
人
の
到
着
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

出
航
限
度
三
月
一
日
の
前
日
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
東
国
か

ら
の
防
人
の
派
遣
は
、
二
年
後
の
天
平
宝
字
元
（
七
五
七
）
年
閏
八
月

の

勅
で
停
止
さ
れ
、
西
海
道
七
国
の
q
（
士
1
o
o
o
人
が
替
わ
っ
た
が
、

そ

の

後
の
天
平
神
護
二
（
七
六
六
）
年
当
時
で
も
「
東
国
の
防
人
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
紫
に
留
れ
り
（
『
続
紀
』
）
」
と
い
う
。

　
　
二
、
武
蔵
国
の
防
人
員
数

　
そ

も
そ
も
、
「
令
」
に
は
、
防
人
の
任
期
は
三
年
（
「
軍
防
令
8
」
）
と

あ
る
も
の
の
、
そ
の
員
数
に
規
定
が
な
い
。
武
蔵
国
の
防
人
歌
を
考
え

る
上
で
、
こ
の
国
か
ら
交
替
要
員
と
し
て
差
遣
さ
れ
た
防
人
は
、
一
体

ど
の
く
ら
い
の
人
数
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
万
葉
集
』
の
総
題
に
あ
る
「
天
平
勝
宝
七
歳
」
前
後
の
防
人
に
関

わ

る
史
料
を
西
暦
順
に
挙
げ
て
検
討
し
て
み
た
い
（
S
は
『
続
紀
』
、
Z

　
　
　
　
　
れ
　

は
『
正
税
帳
』
断
簡
、
M
は
『
万
葉
集
』
の
記
事
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど

S
七
三
〇
　
天
平
二
年
九
月
「
諸
国
の
防
人
を
停
む
。
」

S
七
三
七
　
天
平
九
年
九
月
「
是
の
日
、
筑
紫
の
防
人
を
停
め
、
本
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
も

　
　
　
に
帰
し
、
筑
紫
の
人
を
差
し
て
、
壱
岐
・
対
馬
を
戌
ら
し
む
。
」

Z
七
三
八
　
天
平
十
年
度
『
筑
後
国
正
税
帳
』
「
勅
に
依
り
て
防
人
を

　
　
　
還
郷
す
、
起
筑
紫
大
津
迄
備
前
児
嶋
、
十
箇
日
根
、
春
稲
壱
仔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
伍
伯
皆
拾
捌
束
」
（
食
稲
一
日
四
把
と
し
て
三
八
七
人
）
『
周
防

　
　
　
国
正
税
帳
』
「
京
に
向
ふ
防
人
」
「
前
般
（
記
事
を
欠
く
）
、
約
八

　
　
　
o
o
人
（
岸
「
防
人
考
」
）
」
「
中
般
、
玖
伯
伍
拾
参
人
」
「
後
般
、

　
　
　
壱
伯
弐
拾
騨
人
」
「
京
に
向
ふ
、
従
大
宰
府
促
進
上
旧
防
人
二

　
　
　
人
」
。
『
駿
河
国
正
税
帳
』
「
旧
防
人
伊
豆
国
弐
拾
弐
人
　
甲
斐

　
　
　
国
参
拾
玖
人
　
相
模
国
弐
伯
参
拾
人
　
安
房
国
参
拾
参
人
　
上

　
　
　
総
国
弐
伯
弐
拾
参
人
　
下
総
国
弐
伯
漆
拾
人
　
常
陸
国
弐
伯
陸

　
　
　
拾
伍
人
　
合
壱
肝
捌
拾
弐
人
」

M
七
五
五
　
天
平
勝
宝
七
歳
二
月
「
相
替
り
て
筑
紫
に
遣
は
さ
る
る
諸

　
　
　
国
の
防
人
等
が
歌
」
（
⑳
四
三
二
一
総
題
）

S
七
五
七
　
天
平
宝
字
元
年
閏
八
月
「
勅
し
て
日
は
く
、
F
大
宰
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
こ
ろ

　
　
　
防
人
に
、
頃
年
、
坂
東
の
諸
国
の
兵
士
を
差
し
て
発
遣
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

　
　
　
是
に
由
り
て
、
路
次
の
国
、
皆
、
供
給
に
苦
み
て
、
防
人
の
産

　
　
　
は
ひ

　
　
　
業
も
亦
、
弁
済
し
難
し
。
今
よ
り
已
後
は
、
西
海
道
の
七
国
の

　
　
　
兵
士
合
せ
て
一
千
人
を
差
し
て
、
防
人
司
に
充
て
、
式
に
依
り

　
　
　
て
鎮
戌
ら
し
む
べ
し
。
そ
の
府
に
集
ま
る
日
は
、
便
ち
、
五
教

　
　
　
を
習
は
し
あ
よ
」
と
の
た
ま
ふ
。
」

S
七
五
九
　
天
平
宝
字
三
年
三
月
「
勅
し
た
ま
は
く
、
F
東
国
の
防
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る

　
　
　
は
、
衆
議
し
て
允
さ
ず
。
乃
て
請
に
依
ら
ず
。
」
と
の
た
ま
ふ
。
」

S
七
六
六
　
天
平
神
護
1
　
l
年
e
c
月
　
r
大
宰
府
言
さ
く
「
賊
を
防
き
辺
を

　
　
　
戌
る
は
、
本
よ
り
東
国
の
軍
に
資
れ
り
。
（
略
）
望
み
請
は
く

　
　
　
は
、
東
国
の
防
人
旧
に
依
り
て
戌
に
配
せ
む
こ
と
を
」
と
ま
う
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す
。
勅
し
た
ま
は
く
、
r
陸
奥
の
城
柵
を
修
り
理
む
る
に
、
多

　
　
　
く
東
国
の
力
役
を
興
す
。
（
略
）
今
聞
か
く
、
F
東
国
の
防
人
多

　
　
　
く
筑
紫
に
留
れ
り
」
と
き
く
。
そ
の
欠
け
た
る
所
を
計
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
東
人

を
差
点
し
て
三
千
に
墳
て
む
。
斯
れ
乃
ち
東
国
は
労
軽
く

　
　
　
し
て
、
西
辺
は
兵
た
ら
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
ま
ず
、
S
七
六
六
年
「
東
人
を
差
点
し
て
三
千
に
填
て
む
」
の
記
事

か

ら
、
防
人
の
総
数
は
三
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
が

1
つ
の

目
安
と
な
り
得
る
。
S
七
五
七
の
「
頃
年
、
坂
東
の
諸
国
の
兵

士
を
差
し
て
発
遣
せ
り
」
の
記
事
や
「
軍
防
令
（
6
9
蜂
長
条
）
」
の
「
三

年
に
一
た
び
替
へ
よ
」
か
ら
、
毎
年
二
月
一
日
を
期
日
と
し
て
、
総
数

111O
O
O
人

の
1
1
1
〈
R
の
　
1
、
す
な
わ
ち
g
l
1
o
o
o
人
ず
つ
が
交
替
し
、

四

年
目
に
一
新
せ
ら
れ
た
（
滝
川
「
律
令
考
』
）
と
い
う
。
S
七
三
七
年

r防
人
を
停
め
、
本
郷
に
帰
」
し
た
折
、
翌
年
度
の
Z
七
三
八
年
に
筑

後
・
周
防
国
を
通
っ
た
旧
防
人
の
合
計
人
数
は
、
前
・
中
’
後
般
合
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

せ
て

二
二
六
六

（含
む

二
）
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
天
平
十
年
度

の

『
駿
河
国
正
税
帳
』
に
は
、
こ
の
国
を
通
過
し
て
本
郷
に
帰
還
し
た

旧
防
人
が
、
伊
豆
国
二
二
人
、
甲
斐
国
三
九
人
、
相
模
国
1
　
1
1
1
1
0
人
、

安
房
国
三
三
人
、
上
総
国
二
二
三
人
、
下
総
国
二
七
〇
人
、
常
陸
国
二

六
五
人
で
合
計
一
〇
八
二
人
と
詳
細
な
記
録
が
残
る
。
こ
れ
ら
の
七
ヵ

国
は
東
海
道
に
属
す
る
国
々
で
あ
る
が
、
当
該
の
駿
河
国
と
以
西
の
遠

江
国
は
当
然
記
載
さ
れ
よ
う
も
な
い
し
、
武
蔵
国
は
、
こ
の
当
時
、
信

濃
・
上
野
・
下
野
と
同
じ
東
山
道
に
属
し
て
い
た
た
め
記
事
を
欠
い
た

と
見
ら
れ
る
。
M
七
五
五
年
の
『
万
葉
集
』
の
記
事
は
、
『
続
紀
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

見
え

な
い
。
S
七
三
七
年
に
停
止
し
、
そ
の
後
各
国
に
帰
郷
さ
せ
た
後

の
、
一
七
年
間
に
防
人
発
遣
が
あ
っ
た
か
は
、
や
は
り
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
r
相
替
り
て
」
の
用
語
か
ら
推
し
て
も
、
こ
の
差
遣
以
前
に

恐

ら
く
復
活
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
、
こ
の
時
も
約
一
〇
〇

o
人
程
度
の
発
遣
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ

こ
で
、
東
国
防
人
の
総
数
を
三
〇
〇
〇
人
と
仮
定
し
た
時
、
『
正

税
帳
』
の
、
本
郷
に
帰
還
し
た
東
海
・
東
山
道
十
三
ヵ
国
旧
防
人
合
わ

せ

て
S
．
1
　
1
1
1
1
0
0
人
の
割
合
で
算
出
す
る
と
、
そ
の
帰
還
率
は
約
七
七

％
と
な
る
。
こ
れ
を
基
準
（
諸
国
帰
郷
人
数
÷
○
．
七
七
）
と
す
れ
ば
、

伊
豆
国
は
約
二
九
人
、
甲
斐
国
は
約
五
一
人
、
相
模
国
は
約
二
九
九
人
、

安
房
国
は
約
四
三
人
、
上
総
国
は
約
二
九
〇
人
、
下
総
国
は
約
l
l
l
k
i
　
1

人
、
常
陸
国
は
約
三
四
四
人
が
差
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
後
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

の

史
料
と
な
る
が
、
『
延
喜
式
』
の
令
制
国
等
級
、
全
国
第
二
の
大
国

武
蔵
国

は
、
同
じ
等
級
の
大
国
、
上
総
＝
郡
、
下
総
＝
郡
、
常
陸

1
1
郡
の
各
国
よ
り
郡
数
に
お
い
て
、
二
倍
の
1
1
1
郡
と
は
る
か
に
多

い
o
従
っ
て
、
大
国
下
総
国
約
三
五
一
人
よ
り
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と

推
測
で
き
る
。
＝
二
ヵ
国
が
、
l
a
s
u
r
　
1
　
O
O
O
人
ず
つ
交
替
し
た
時
の

一
国
当
た
り
の
単
純
平
均
値
は
約
七
七
人
と
な
る
が
、
上
述
の
東
海
道

諸
国
の
帰
還
率
か
ら
東
山
道
に
属
す
る
大
国
武
蔵
国
の
防
人
を
算
出
す

る
と
、
大
国
下
総
国
の
約
三
五
〇
人
以
上
で
、
倍
の
s
七
o
o
人
程
度

と
な
る
。
す
る
と
、
年
三
分
の
一
、
約
二
三
〇
人
前
後
で
あ
っ
た
と
見

ら
れ
る
。

　
他
方
、
単
純
に
二
二
ヵ
国
の
総
郡
数
は
一
二
六
郡
（
『
延
喜
式
』
民
部

一 5一



省
上
）
で
、
三
〇
〇
〇
人
差
遣
の
時
、
一
郡
当
た
り
の
平
均
人
数
は
約

二
四
人

と
な
る
。
上
総
・
下
総
・
常
陸
な
ど
＝
郡
の
大
国
は
約
二
六

四
人
　
（
年
、
各
約
八
八
人
）
、
二
一
郡
の
武
蔵
国
は
約
五
〇
四
人
　
（
年
約

一
六
八
人
）
と
な
る
。

　
因
み
に
、
『
新
全
集
』
頭
注
に
は
、
駿
河
国
の
防
人
を
「
防
人
が
提

出
し
た
歌
は
二
十
首
だ
が
、
防
人
の
ロ
貝
数
は
二
百
人
前
後
で
あ
っ
た
と

　
　
　
　
あ
　

思

わ
れ
る
」
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
根
拠
は
不
明
だ
が
、
駿
河
国
は

七
郡

で
、
さ
き
の
相
模
国
と
同
じ
上
国
で
あ
る
。
Z
七
三
八
年
度
の

『
駿
河

国
正
税
帳
』
を
根
拠
と
し
た
相
模
国
の
帰
還
率
か
ら
得
た
防
人

の

数
と
M
七
五
五
差
遣
防
人
の
数
が
同
基
準
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、

妥
当
な
数
値
と
見
ら
れ
る
。
が
、
こ
の
歳
に
も
東
国
諸
国
か
ら
約
l
O

o
o
人
程
度
の
差
遣
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
一
年
間
の
交
替
要
員
と
し

て
は

多
い
よ
う
に
思
う
。

三
、
武
蔵
国
の
防
人
歌
群

さ
て
、
武
蔵
国
の
防
人
歌
群
は
、
次
に
挙
げ
る
一
二
首
で
あ
る
。

　
　
　
た
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

9
　
枕
大
刀
腰
に

取

り
侃
き
ま
か
な
し
き
背
う
が
ま
き
来
む
月
の
知

　

ら
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
＝
二
）

　
　
　
右
一
首
、
上
丁
那
珂
郡
の
檜
前
舎
人
石
前
が
妻
の
大
伴
部
真

　
　
　
足
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
く

②
　
大
君
の
命
か
し
こ
み
愛
し
け
真
子
が
手
離
り
島
伝
ひ
行
く

　
　
　
右
一
首
、
助
丁
秩
父
郡
の
大
伴
部
小
歳
　
（
⑳
四
四
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
へ

㈲
　
白
玉
を
手
に
取
り
持
し
て
見
る
の
す
も
家
な
る
妹
を
ま
た
見
て

　

も
も
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
1
五
）

　
　
　
右
一
首
、
主
帳
荏
原
郡
の
物
部
歳
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
る
ね
　
　
　
　
い
は
　
　
　
　
わ
れ

ω
　
草
枕
旅
行
く
背
な
が
丸
寝
せ
ば
家
な
る
我
は
紐
解
か
ず
寝
む

　
　
　
右
一
首
、
妻
の
椋
椅
部
刀
自
売
　
　
　
　
（
⑳
四
四
一
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
し

⑤
　
赤
駒
を
山
野
に
は
が
し
捕
り
か
に
て
多
摩
の
横
山
徒
歩
ゆ
か
遣

　

ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
一
七
）

　
　
　
右
一
首
、
豊
島
郡
の
上
丁
椋
椅
部
荒
虫
が
妻
の
宇
遅
部
黒
女

　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
れ

⑥
　
我
が
門
の
片
山
椿
ま
こ
と
汝
れ
我
が
手
触
れ
な
な
土
に
落
ち
も

　
か

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
一
八
）

　
　
　
右
一
首
、
荏
原
郡
の
上
丁
物
部
広
足

　
　
い
は
　
　
　
　
　
あ
し
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ふ

m
　
家
う
に
は
葦
火
焚
け
ど
も
住
み
良
け
を
筑
紫
に
至
り
て
恋
し
け

　
思
は

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
一
九
）

　
　
　
右
一
首
、
橘
樹
郡
の
上
丁
物
部
真
根

　
　
　
　
　
　
　
ま
る
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る

⑧
　
草
枕
旅
の
丸
寝
の
紐
絶
え
ば
我
が
手
と
付
け
ろ
こ
れ
の
針
持
し

　
　
　
右
一
首
、
妻
の
椋
椅
部
弟
女
　
　
　
　
　
（
⑳
p
a
　
g
l
　
l
o
）

　
　
わ

⑨
　
我
が
行

き
の
息
づ
く
し
か
ば
足
柄
の
峰
這
ほ
雲
を
見
と
と
偲
は

　
ね
　
右
1
首
、
都
筑
郡
の
上
丁
服
部
於
由
　
　
（
⑳
四
　
g
e
l
1
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
く

㈹
　
我
が
背

な
を
筑
紫
へ
遣
り
て
愛
し
み
帯
は
解
か
な
な
あ
や
に

　
か

も
寝
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
二
二
）

　
　
　
右
一
首
、
妻
の
服
部
此
口
女

O
　
足
柄
の
み
坂
に
立
し
て
袖
振
ら
ば
家
な
る
妹
は
さ
や
に
見
も
か

　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
l
　
l
u
l
）

　
　
　
右
1
首
、
埼
玉
郡
の
上
丁
藤
原
部
等
母
麻
呂
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03

　
色
深
く
背
な
が
衣
は
染
あ
ま
し
を
み
坂
賜
ら
ば
ま
さ
や
か
に
見

　
　

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
二
四
）

　
　
　
　
右
一
首
、
妻
の
物
部
刀
自
売

　
　
　
　
　
二
月
二
十
九
日
に
、
武
蔵
国
の
部
領
防
人
使
橡
正
六
位
上

　
　
　
　
　
安
曇
宿
祢
三
国
が
進

る
歌
の
数
二
十
首
。
但
し
、
拙
劣
の

　
　
　
　
　
歌
は

取
り
載
せ
ず
。

　
部
領
使
安
曇
三
国
は
武
蔵
国
二
一
郡
の
中
か
ら
歌
数
二
〇
首
を
進
上

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
恐
ら
く
大
伴
家
持
に
拙
劣
歌
と
見
な
さ
れ
た

八
首
は
取
り
除
か
れ
、
全
郡
の
1
1
1
〈
R
の
　
1
　
0
七
郡
か
ら
右
の
一
二
首
が

取
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ω
か
ら
⑫
の
歌
群
に
つ
い
て
、
夙
に
、

鴻
巣
「
全
鐸
』
は
、
「
そ
の
う
ち
女
性
の
歌
が
六
首
あ
り
、
ま
た
夫
妻

贈
答
歌
が
四
組
あ
る
の
は
、
こ
の
部
領
使
の
方
針
で
あ
ら
う
。
他
に
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

の

な
い
こ
と
で
、
防
人
歌
に
愛
っ
た
光
彩
を
添
へ
て
ゐ
る
。
」
と
評
し

た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
武
蔵
国
防
人
歌
群
の
大
き
な
特
色
は
、
他
諸
国

と
は
異
な
り
、
防
人
の
み
な
ら
ず
、
防
人
の
妻
の
歌
が
六
首
も
含
ま
れ

て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
因
み
に
、
防
人
の
妻
の
歌
は
こ
の
他
、
目
録
◎

F昔
年
防
人
歌
八
首
」
の
中
に
三
首
（
⑳
四
四
二
五
・
四
四
l
H
六
・
四
四
二

八
）
と
巻
第
十
三
「
た
だ
し
、
或
る
ひ
と
云
は
く
、
こ
の
短
歌
は
防
人

が
妻
の
作
る
所
な
り
（
⑬
三
一
二
四
五
左
注
）
」
に
一
首
、
更
に
、
巻
第
十

四

「
東
歌
」
の
「
防
人
歌
」
と
部
立
さ
れ
て
い
る
五
首
（
⑭
三
五
六
七

～
三
五
七
一
）
の
中
に
も
一
首
見
え
る
が
、
無
論
い
ず
れ
も
作
者
は
未

詳
で

あ
る
。
鴻
巣
『
全
鐸
』
の
後
、
吉
野
裕
氏
は
、
「
防
人
歌
は
防
人

の

歌
以
外
の
も
の
を
含
む
と
こ
ろ
に
な
り
た
つ
、
（
略
）
た
え
ず
集
団

的
歌
謡
の
座
に
お
け
る
形
成
の
必
然
と
し
て
、
場
の
統
1
に
お
い
て
か

ん

が

え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
わ
た
く
し
は
、
夫
婦

間
の
「
問
答
」
を
含
む
武
蔵
国
の
防
人
歌
に
座
の
地
方
的
態
様
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

と
と
も
に
、
そ
の
他
端
に
官
公
的
態
様
を
見
と
る
。
」
と
説
い
た
。
こ

の

歌
群
に
前
者
が
い
う
「
贈
答
歌
」
と
か
、
後
者
が
い
う
「
問
答
」
の

語
が
左
注

な
ど
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
さ
き
の
「
東
歌
」

の
防
人
の
妻
の
歌
一
首
は
、

　
・
置
き
て
行
か
ば
妹
は
ま
愛
し
持
ち
て
行
く
梓
の
弓
の
弓
束
に
も
が

　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑭
1
i
l
五
－
（
七
）

　
．
後
れ
居
て
恋
ひ
ば
苦
し
も
朝
狩
の
君
が
弓
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を

　
　
　
右
二
首
問
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑭
三
五
六
八
）

と
あ
る
よ
う
に
夫
妻
一
組
の
「
問
答
」
歌
中
に
あ
る
。
夫
が
「
妹
」
を
、

自
分
が
携
行
す
る
弓
の
弓
束
に
見
立
て
、
妻
が
「
君
」
が
常
用
す
る
そ

の

弓
で
あ
っ
た
ら
、
と
お
互
い
に
共
通
す
る
寄
物
で
応
酬
す
る
、
ま
さ

し
く
r
問
答
」
の
名
に
相
応
し
い
夫
妻
挟
別
時
の
悲
別
歌
と
な
っ
て
い

る
。　
と
こ
ろ
が
、
武
蔵
国
の
四
組
の
歌
々
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
　
一
組
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
へ

の

荏
原
郡
の
夫
妻
は
㈲
の
夫
の
「
白
玉
」
「
家
な
る
妹
」
に
対
し
、
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は

の

妻

は
「
旅
行
く
背
な
」
、
r
紐
」
、
せ
い
ぜ
い
「
家
な
る
我
」
が
呼
応

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ヘ
　
　
　
　
イ
　
ハ

す
る
の
み
で
、
「
伊
弊
」
「
伊
波
」
の
音
価
も
異
な
る
。
二
組
め
は
m
の

夫
の
「
葦
火
」
に
対
し
、
⑧
の
妻
は
「
紐
」
　
r
針
」
と
こ
こ
も
対
応
し

て
い

な
い
。
た
だ
し
、
身
崎
寿
氏
は
、
「
記
載
さ
れ
た
限
り
で
は
ま
っ

た

く
脈
絡
を
も
た
な
い
「
葦
火
」
と
「
針
」
「
紐
」
と
は
、
現
実
の
歌
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の

座
に

お

い

て
は

固
有
の
論
理
に
よ
っ
て
深
く
結
び
つ
」
き
、
「
別
別

の
、
し
か
し
同
じ
属
目
の
素
材
を
用
い
て
、
互
い
の
結
び
つ
き
を
多
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

に

呪
術
的
な
発
想
に
支
え
ら
れ
つ
つ
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い

う
。
が
し
か
し
、
鉄
野
昌
弘
氏
が
、
「
こ
れ
は
不
可
知
の
「
現
実
の
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

問
題
を
解
消
す
る
論
法
と
言
う
他
な
い
。
」
と
一
蹴
し
て
い
る
の
に

従

う
べ
き
で
あ
る
。
三
組
め
は
⑨
の
夫
の
「
雲
」
に
対
し
、
0
0
の
妻
は

r帯
」
と
、
こ
れ
も
ま
た
、
お
互
い
に
共
通
す
る
素
材
を
全
く
と
言
っ

て
い

い

ほ

ど

持
っ
て
い
な
い
。
そ
の
上
、
0
0
の
服
部
此
ロ
女
の
歌
は
、
目

録
⑪

F昔
年
防
人
歌
八
首
」
中
の
1
首
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
び

　
・
我
が
背
な
を
筑
紫
は
遣
り
て
愛
し
み
帯
は
解
か
な
な
あ
や
に
か
も

　
　
寝
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
二
八
）

　
　
　
　
え
び

と
、
「
帯
」
は
原
文
「
叡
比
」
と
あ
り
ヤ
行
工
（
e
）
で
仮
名
の
違
例

　
　
　
　
　
　
ゆ
ひ

と
な
る
た
め
「
結
」
と
す
る
説
（
『
新
全
集
』
）
も
あ
る
が
、
殆
ど
同
じ

所
謂
小
異
歌
で
あ
る
。
す
で
に
あ
る
「
昔
年
防
人
」
の
妻
の
歌
を
自
作

歌
と
し
て
い
て
、
決
し
て
答
歌
な
ど
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
。
唯
一
、

四
組
め
だ
け
が
⑪
の
夫
の
「
み
坂
」
「
袖
」
「
妹
」
に
対
し
、
⑫
の
妻
は

F背
な
」
「
衣
」
「
み
坂
」
と
呼
応
の
型
を
見
せ
、
伊
藤
『
鐸
注
』
は

r
こ
の
一
組
だ
け
が
夫
婦
ぴ
っ
た
り
と
呼
応
し
て
い
る
」
と
い
い
、
「
宴

に

お
け
る
男
女
の
問
答
と
違
っ
て
、
掛
け
合
い
の
な
い
の
は
当
然
の
こ

　
　
　
ハ
お
　

と
で
あ
る
」
と
い
う
。
す
で
に
、
木
下
『
全
注
』
も
、
「
こ
の
武
蔵
国

の

防
人
歌
に
は
夫
婦
の
歌
が
四
組
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
三
組
ま
で
は
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

容
的
に
噛
み
合
わ
ず
、
贈
答
歌
と
い
う
枠
に
入
ら
な
い
」
と
指
摘
し
て

い

る
。
す
な
わ
ち
、
初
め
の
三
組
は
、
い
ず
れ
も
夫
と
妻
と
の
単
な
る

組
み

合
わ

せ

と
い
う
こ
と
だ
け
で
配
列
し
、
決
し
て
詠
歌
自
体
が
内
容

的
に
「
問
答
」
や
「
贈
答
」
の
形
式
を
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
防
人
歌
が

「
作
歌
時
処
を
共
有
し
そ
の
気
息
を
も
共
に
す
る
防
人
た

ち
（
吉
野
説
）
」
に
よ
る
集
団
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
詠
歌
で
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぴ
　

二
首
を
「
家
族
と
も
ど
も
国
府
に
集
結
し
た
時
の
歌
か
。
（
『
集
成
』
五
）
」

と
す
る
と
、
さ
き
に
推
定
し
た
よ
う
に
、
大
国
武
蔵
国
の
防
人
員
数
を
、

算
出
値
の
違
い
か
ら
、
約
l
七
o
人
か
ら
約
二
三
〇
人
前
後
と
み
る
と
、

各
郡
郷
か

ら
家
族
を
同
伴
す
る
と
こ
れ
以
上
の
1
大
集
団
と
な
る
。

F
l
w
t
l
集
団
の
歌
謡
の
座
の
生
産
物
」
で
あ
る
妻
の
歌
を
含
む
僅
か

二
〇
首

を
、
一
体
ど
の
よ
う
に
取
り
ま
と
め
て
蒐
集
し
た
と
い
う
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
吉
野
氏
は
防
人
歌
の
「
底
辺
に
ひ
と
つ
の
「
う

た

げ
」
の
場
を
構
築
し
」
、
相
磯
貞
三
氏
は
、
「
防
人
の
妻
も
同
席
し
た

　
　
　
　
　
　
お
　

防
人
送
別
の
宴
」
を
想
定
し
た
。
更
に
、
続
く
森
敦
司
氏
は
、

　
　
武
蔵

国
防
人
歌
は
す
べ
て
国
丁
も
し
く
は
国
守
館
な
ど
で
の
宴
席

　
　
に

お

い

て

歌

わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
略
）
と
も
か
く
、
武
蔵
国

　
　
防
人
歌

は
、
国
府
に
集
結
し
、
鮎
呼
な
ど
を
受
け
た
席
の
後
の
、

　
　
同
道
し
て
来
た
妻
を
も
含
め
た
、
く
つ
ろ
い
だ
宴
で
の
、
き
わ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　

　
　
て
解
放
的
な
雰
囲
気
の
場
で
歌
わ
れ
た
も
の

と
国
丁
な
ど
で
の
、
点
呼
を
受
け
た
後
の
、
同
道
し
た
妻
を
含
め
た
、

V
つ
ろ
い
だ
一
集
団
の
開
放
的
な
宴
席
で
の
歌
の
場
を
想
定
し
た
。
が
、

難
波

津
へ
の
到
着
日
の
期
限
が
あ
る
中
で
は
、
た
と
え
防
人
歌
が
「
東

歌
」
的
な
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
か
ら
と
言
っ
て
も
、
歌
垣
や
擢
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歌
に

見

ら
れ
る
男
女
の
宴
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
で
に

挙
げ
た
よ
う
に
M
七
五
五
年
勝
｛
M
七
歳
I
　
1
月
の
差
遣
か
ら
、
二
年
余
り

後
の
S
七
五
七
年
閏
八
月
、
帰
国
す
る
各
々
の
防
人
に
根
食
を
給
し
た

国
々
の
苦
し
み
の
み
な
ら
ず
、
防
人
に
差
遣
さ
れ
た
人
び
と
の
産
業
を

補
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
状
況
下
で
、
任
期
三
年
を

満

た
さ
ず
し
て
の
制
度
の
中
止
は
、
森
氏
の
説
く
よ
う
な
状
況
で
は
な

か
っ

た
の
で
は
な
い
の
か
o
こ
の
説
に
対
し
、
針
原
孝
之
氏
は
、

　
　
家
郷
出
発
に
あ
た
っ
て
夫
婦
で
詠
ん
だ
も
の
を
国
庁
、
国
守
館
あ

　
　
た

り
で
披
露
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
歌
（
ω
四
四
一
三
、
③
四
四

　
　
一
五
、
④
四
四
1
六
、
⑤
四
四
一
七
、
㈲
四
四
一
八
）
　
（
O
内
番
号

　
　
は
稿
者
）
な
ど
も
あ
る
が
、
国
庁
を
過
ぎ
て
難
波
へ
着
き
、
筑
紫

　
　
へ
出
発
し
て
い
く
時
の
状
況
で
詠
ん
だ
と
見
る
歌
も
あ
る
。
森
淳

　
　
司
氏
の
言
わ
れ
る
宴
席
の
場
と
限
定
す
る
見
方
も
興
味
が
あ
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
も
う
少
し
広
い
範
囲
で
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

と
批
判
し
た
。
が
、
「
難
波
へ
着
き
、
筑
紫
へ
出
発
し
て
い
く
時
の
状

況
で
詠
ん
だ
と
見
る
歌
」
の
根
拠
と
な
る
歌
番
号
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ

た
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
ω
の
四
四
1
三
を
挙
げ
て
、
②
の
四
四

一
四

を
挙
げ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
②
の
状
況
の
場
を
「
難
波
津
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

発
航

し
よ
う
と
す
る
直
前
の
心
（
窪
田
『
評
釈
』
）
」
で
詠
ん
だ
と
見
た

の

か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
各
々
の
家
郷
出
発
に
あ
た
っ
て
夫
妻
で
詠

ん
だ

も
の
が
、
防
人
を
通
し
部
領
使
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
妻
の
歌

も
記
録
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
森
氏
は
、
繰
り
返
し
「
同

l
の
席
で
の
宴
」
の
場
を
強
調
す
る
が
、

　
　
　
ま
た
、
こ
の
武
蔵
国
防
人
歌
は
出
発
の
一
回
の
座
で
の
も
の
と

　
　
決
め
て
か
か
る
疑
点
も
な
い
で
は
な
い
。
諸
郡
か
ら
国
府
に
集
合

　
　
す
る
場
合
を
考
え
て
み
る
と
、
ω
の
歌
の
那
珂
郡
は
北
の
果
て
、

　
　
武
蔵
国
の
東
北
の
端
が
ω
⑫
の
歌
の
埼
玉
、
更
に
は
西
の
果
て
の

　
　
②
の

歌
に

秩
父
郡
な
ど
が
あ
る
が
そ
れ
ら
の
郡
は
、
い
つ
い
つ
ま

　
　
で
に

国

府
集
合
と
い
う
指
令
を
う
け
て
も
、
同
l
の
日
に
到
着
す

　
　
る
と
は
限
る
ま
い
。

と
結
論
部
で
付
け
加
え
た
。
自
ら
の
一
回
の
「
同
一
の
席
で
の
宴
」
で

の

も
の
、
の
疑
点
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ

の

点
、
水
島
義
治
氏
は
、
「
武
蔵
国
の
防
人
歌
が
す
べ
て
出
郷
時

に

お

け
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
」
と
前
置
き
し
て
、
「
そ
の
全
部
が
、

同
l
時
に
同
1
場
所
で
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
そ

の

場
所
も
郡
衙
・
国
丁
と
い
う
よ
う
な
公
的
な
場
所
で
あ
る
と
決
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
広
義
に
は
一

律
に

「防
人
歌
を
一
国
一
集
団
の
歌
謡
の
座
の
生
産
物
と
し
て
見
る
」

こ
と
や
、
狭
義
に
は
武
蔵
国
防
人
歌
群
を
、
「
す
べ
て
国
丁
も
し
く
は

国
守
館
な
ど
で
の
宴
席
」
の
場
で
請
詠
さ
れ
た
一
歌
群
で
あ
る
と
の
見

方

を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
さ
き
の
鉄
野
氏
が
、
「
父
子

（稿
者
注
、
目
録
f
上
総
国
⑳
四
三
四
七
－
四
三
g
e
八
）
　
・
夫
婦
の
歌
が
、
か

く
も
打
ち
合
わ
な
い
の
は
、
端
的
に
言
っ
て
、
そ
れ
ら
が
唱
和
で
は
な

か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
o
更
に
言
え
ば
、
互
い
に
「
共
通
の
場
」

で
発
想

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

結
論
づ
け
た
こ
と
に
集
約
で
き
よ
う
。
や
は
り
、
防
人
と
妻
と
の
挟
別
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の

詠
歌
地
は
、
仮
に
宴
の
場
を
想
定
で
き
た
と
し
て
も
、
国
丁
・
国
衙

よ
り
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
や
郷
や
里
の
方
が
妥
当
で
あ
る
と
み

て
よ
い
。四

、
　
F
大
伴
部
小
歳
」
歌
の
場

　
ω
の

那
珂
郡
と
⑤
の
豊
島
郡
は
、
夫
で
あ
る
防
人
の
妻
の
歌
の
み
で
、

肝
心
の
防
人
の
歌
が
な
い
。
明
示
さ
れ
て
い
な
い
夫
で
あ
る
防
人
に
よ
っ

て
妻
の
歌
が
伝
え
ら
れ
、
部
領
使
の
記
録
を
通
し
て
進
上
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
ω
と
⑤
の
歌
の
前
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
夫
の
歌
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
時
、
妻
側
に
、
こ
の
夫
の
ω
は
職
位
＋
郡

名
＋
部
姓
名
に
、
⑤
は
郡
名
＋
職
位
＋
部
姓
名
に
、
そ
れ
ぞ
れ
妻
の
姓

名
を
加
え
て
記
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
夫
と
氏
姓
が
異
な
る
の
は
、

木
下

『
全
注
』
に
「
正
倉
院
文
書
の
戸
籍
を
見
る
と
、
ど
の
国
で
も
戸

主
の

母
や

妻
は
本
姓
を
称
し
、
子
女
は
父
の
氏
を
名
乗
る
習
わ
し
で
あ

る
」
か
ら
だ
と
い
う
。

　
一
方
、
秩
父
郡
②
と
、
荏
原
郡
で
は
③
④
の
夫
妻
に
加
え
て
三
首
め

と
な
る
㈲
の
防
人
に
は
妻
の
歌
が
な
い
。
③
と
⑥
は
同
じ
荏
原
郡
出
身

の

防
人
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
部
姓
表
記
の
仕
方
が
異
な
る
理
由
は
不

明
で
あ
る
。
が
、
や
は
り
同
郡
内
で
あ
っ
て
も
蒐
集
の
場
や
仕
様
が
異

な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
て
、
②
の
秩
父
郡
出
身
の
大
伴
部

小
歳
の
歌
に
つ
い
て
で
あ
る
。
渡
部
和
雄
氏
は
、

　
　

こ
の
助
丁
は
見
え
て
い
る
限
り
で
は
こ
の
国
防
人
集
団
の
中
で
最

　
　
高
の
身
分
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
難
波
作
の
他
の
国
々
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ

　
　

と
同
じ
様
に
、
上
進
に
合
わ
せ
て
特
別
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な

　
　

い
　
Q
O
　
F
島
伝
ひ
行
く
」
の
表
現
が
難
波
作
を
推
測
さ
せ
、
こ
の

　
　
用
例
は
家
持
の
第
三
長
歌
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
歌
（
稿
者
注
②
）

　
　
　
　
マ
　
　
マ

　
　

と
4
4
1
8
　
（
稿
者
注
⑥
）
の
二
首
だ
け
が
他
の
出
郷
時
の
も
の
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
区
別

さ
れ
て
問
答
性
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
。

と
し
た
。
ω
の
妻
に
添
え
ら
れ
た
防
人
の
職
位
が
「
上
丁
」
で
、
②
の

防
人
の
「
助
丁
」
と
職
位
の
順
位
（
岸
「
防
人
考
」
）
が
上
下
入
れ
替
わ
っ

て
い

る
が
、
諸
国
、
歌
の
配
列
は
、
各
部
領
使
の
裁
量
な
の
か
、
必
ず

し
も
一
様
で
は
な
い
。
全
防
人
の
「
助
丁
」
は
七
名
い
る
が
「
郡
名
」

を
表
記
し
て
い
る
の
は
当
該
の
②
と
下
総
国
「
助
丁
海
上
郡
海
上
国
造

他
田

日
奉
直
得
大
理
」
の
み
で
、
他
田
日
奉
直
得
大
理
は
歌
群
冒
頭
に

位
置
し
、
同
郡
の
旧
来
の
豪
族
出
身
で
あ
る
の
で
、
②
の
「
助
丁
」
も
、

こ
の
集
団
で
の
「
最
高
の
身
分
の
も
の
」
と
み
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
②
㈲
の
防
人
歌
だ
け
を
「
他
の
出
郷
時
の
も
の
か
ら
区
別
さ

れ
て

問
答
性
を
持
た
な
い
も
の
」
と
判
断
し
た
の
は
、
ω
⑤
が
、
単
に

妻
の
歌
だ
か
ら
、
出
郷
時
の
作
で
「
問
答
性
」
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
と
い
う
に
他
な
ら
な
い
。
②
㈲
防
人
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
後
ろ
に
拙
劣

歌
で
取
載

さ
れ
な
か
っ
た
妻
の
歌
が
あ
っ
て
、
配
列
上
、
氏
の
い
う

「
問
答
性
」
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ

る
。　
ま
た
、
確
か
に
、
目
録
◎
「
同
廿
三
日
」
家
持
長
歌
に
は
、

　
　
　
　
　
防
人
が
悲
別
の
情
を
陳
ぶ
る
歌
一
首

　
　
大
君
の

　
任

け
の
ま
に
ま
に
　
島
守
に
　
我
が
立
ち
来
れ
ば
（
略
）

一 10一



白
た
へ
の
　
袖
泣
き
濡
ら
し
　
た
つ
さ
は
り
　
別
れ
か
て
に
と

引
き
留
め
　
慕
ひ
し
も
の
を
　
大
君
の
　
命
畏
み
　
玉
樟
の
　
道

に

出
で
立
ち
　
岡
の
崎
　
い
廻
む
る
ご
と
に
　
万
た
び
　
か
へ
り

見

し
つ
つ
　
は
ろ
は
う
に
　
別
れ
し
来
れ
ば
（
略
）
う
つ
せ
み
の

世
の
人
な
れ
ば
　
た
ま
き
は
る
命
も
知
ら
ず
海
原
の
　
恐
き

道

を
　
島
伝
ひ
　
い
漕
ぎ
渡
り
て
　
あ
り
廻
り
　
我
が
来
る
ま
で

に

　
平

け
く
　
親
は
い
ま
さ
ね
　
つ
つ
み
な
く
　
妻
は
待
た
せ
と

　
　
（
略
）
難
波
津
に
　
船
を
浮
け
据
ゑ
　
八
十
梶
貫
き
　
水
手
と
と

　
　
の

へ
て

　
朝
開
き
　
我
は
漕
ぎ
出
ぬ
と
　
家
に
告
げ
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
四
〇
八
）

と
難
波
津
で
の
「
島
伝
ひ
」
の
用
例
表
現
が
見
て
と
れ
る
。
こ
こ
で
留

意
す
べ
き
は
、
こ
の
家
持
の
長
歌
が
、
目
録
h
「
同
十
四
日
」
常
陸
国

息
長
真
人
国
嶋
が
進
上
し
た
、

　
・
難
波
津
に
御
船
下
ろ
据
ゑ
八
十
梶
貫
き
今
は
漕
ぎ
ぬ
と
妹
に
告
げ

　
　
こ
そ
　
茨
城
郡
若
舎
人
部
広
足
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
三
六
三
）

　
・
お
し
て
る
や
難
波
の
津
ゆ
り
船
装
ひ
我
は
漕
ぎ
ぬ
と
妹
に
告
ぎ
こ

　
　
そ

　
　
信
太
郡
物
部
道
足
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
四
三
六
五
）

の

防
人
短
歌
二
首
を
踏
ま
え
て
、
「
防
人
が
悲
別
の
情
」
を
陳
べ
て
い

る
こ
と
が
明
か
な
こ
と
で
あ
る
。
長
歌
の
作
歌
日
は
二
月
二
十
三
日
、

防
人
短
歌
二
首
が
進
上
さ
れ
た
の
が
二
月
十
四
日
で
あ
り
、
詠
出
の
場

は

と
も
に
難
波
津
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
が
、
し
か
し
、
武
蔵
国
防
人

歌
l
二
首
の
詠
出
の
場
は
、
少
な
く
と
も
発
想
上
の
時
点
に
お
い
て
は
、

す
べ
て
出
郷
時
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
難
波
津
到
着
を
二
十

九

日
と
す
る
と
、
二
十
三
日
作
歌
の
家
持
歌
を
知
る
由
も
な
い
。
従
っ

て
、
出
郷
時
に
お
い
て
家
持
長
歌
を
踏
ま
え
て
詠
出
で
き
よ
う
も
な
い
。

家
持
長
歌
に
「
島
伝
ひ
」
の
表
現
用
例
が
あ
る
だ
け
の
理
由
か
ら
で
は
、

②
を
常
陸
国
防
人
歌
二
首
と
同
様
に
難
波
作
の
他
の
国
々
、
例
え
ば
、

相
模
国
の
歌
々
（
⑳
四
三
二
八
～
四
三
一
二
〇
）
と
同
様
に
見
る
こ
と
は
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ

き
な
い
し
、
ま
し
て
出
郷
時
に
予
め
「
上
進
に
合
わ
せ
て
特
別
に
作
ら

れ
た

も
の
」
と
も
思
え
な
い
。

五
、
「
島
伝
ひ
行
く
」
異
見
続
　

　
武
蔵
国
か

ら
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
秩
父
郡
か
ら
出
立
す
る
折
に
、

F島
伝
ひ
行
く
」
と
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う

か
o
こ
の
歌
の
詠
出
時
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
代
表
的
な
諸

注
を
挙
げ
る
と
、

　
・
松
岡
『
防
人
歌
」
此
は
難
波
津
よ
り
先
き
の
旅
を
豫
想
し
て
詠
じ

　
　
た

も
の
と
思
は
れ
る
。
行
ク
は
不
定
時
格
で
あ
る
か
ら
、
未
來
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　

　
　
い

ふ
に

用
ひ
て
も
差
支
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
．
鴻
巣
『
全
繹
』
結
句
に
島
伝
ひ
行
く
と
あ
る
が
、
武
蔵
か
ら
海
路

　
　
を
取
っ
て
、
行
く
の
で
は
な
い
。
難
波
津
か
ら
の
こ
と
を
予
想
し

　
　
て
言
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
・
谷
『
東
国
紀
行
』
「
島
伝
ひ
行
く
」
は
、
行
動
を
予
想
し
て
の
表

　
　
現

と
見
る
べ
く
、
門
出
に
際
し
て
の
詠
と
し
て
よ
い
。
妻
の
歌
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
　

　
　
遺
っ
て
い
な
い
の
は
、
拙
か
っ
た
た
め
か
。

　
．
伊
藤
『
鐸
注
』
防
人
自
身
の
歌
。
出
発
時
の
詠
と
覚
し
い
o
出
発
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時
の
歌
で
あ
り
な
が
ら
、
行
く
先
途
上
の
我
が
身
の
姿
を
先
取
っ

　
　

て

う
た
っ
て
い
る
。

で

あ
る
。
い
ず
れ
も
秩
父
の
家
郷
出
立
時
に
、
行
く
先
の
難
波
津
か
ら

瀬
戸
内
海
の
島
々
の
船
旅
を
予
想
し
、
r
我
が
身
の
姿
を
先
取
っ
て
歌
っ

て
い

る
」
と
要
約
で
き
る
。
も
し
、
こ
の
歌
が
筑
紫
へ
の
中
継
地
点
で

あ
る
難
波
津
で
の
作
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
難
波
津
か
ら
の
海
路
に

臨
ん
で
、
筑
紫
ま
で
の
船
旅
を
予
想
し
て
「
島
伝
ひ
行
く
」
と
も
十
分

に

詠
い
得
よ
う
。
し
か
し
、
武
蔵
国
を
代
表
す
る
山
麓
地
帯
で
あ
る
秩

父
郡
か

ら
、
国
丁
（
現
府
中
市
）
を
経
由
し
て
、
東
山
道
乃
至
は
東
海

道

を
難
波
津
ま
で
陸
路
、
そ
の
難
波
津
か
ら
筑
紫
ま
で
瀬
戸
内
海
路
の

道
程
で
あ
る
。
『
延
喜
式
』
（
主
計
上
）
に
よ
れ
ば
、
武
蔵
国
か
ら
京
師

（平
安

京
）
ま
で
往
路
二
九
日
（
東
海
道
）
、
京
師
か
ら
大
宰
府
ま
で
海

路
一
五
日
（
往
復
三
〇
日
）
の
行
程
が
参
考
に
な
る
。
果
た
し
て
、
秩

父
の
家
郷
出
立
時
に
、
難
波
津
か
ら
先
の
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
伝
う
船

旅
を
予
想
し
て
詠
じ
る
だ
ろ
う
か
、
と
疑
問
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
防

人
歌

に
、
明
ら
か
に
「
行
く
先
途
上
の
我
が
身
を
先
取
っ
て
う
た
う
」

例
歌

（⑳
四

三
八

〇
）
は
あ
る
が
、
「
予
想
す
る
」
以
外
に
解
釈
は
で
き

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
当
該
の
ω
の
⑳
四
四
一
四
と
、
さ
き

の

目
録
◎
家
持
の
難
波
津
作
で
の
長
歌
⑳
四
四
〇
八
の
二
例
と
を
除
い

た
、
集
中
の
「
島
伝
ひ
（
ふ
）
」
の
用
例
を
み
る
と
、

　
③
三
八
九
　
　
島
伝
ひ
敏
馬
の
崎
を
漕
ぎ
廻
れ
ば
大
和
恋
し
く
鶴
さ

　
　
ま
こ
鳴
く

　
　
l
　
l
　
n
ド

　
⑦
l
四
o
o
島
伝
ふ
足
速
の
小
舟
風
守
り
年
は
や
経
な
む
逢
ふ
と

　
　
は
な
し
に

　

⑧
一
四
五
三
玉
だ
す
き
か
け
ぬ
時
な
く
息
の
緒
に
我
が
思

　
　
ふ
君

は
　
う
つ
せ
み
の
　
世
の
人
な
れ
ば
　
大
君
の
　
命
恐
み

　
　
夕
さ
れ
ば
　
鶴
が
妻
呼
ぶ
　
難
波
潟
　
三
津
の
崎
よ
り
　
大
舟
に

　
　

ま
梶
し
じ
貫
き
　
白
波
の
　
高
き
荒
海
を
　
島
伝
ひ
　
い
別
れ
行

　
　
か
ば

　
留

ま
れ
る
　
我
は
幣
引
き
　
斎
ひ
つ
つ
　
君
を
ば
遣
ら
む

　
　
は

や

帰
り
ま
せ

　
⑬
三
二
三
二
　
斧
取
り
て
　
丹
生
の
檜
山
の
　
木
伐
り
来
て
　
筏
に

　
　
作

り
　
ま
梶
貫
き
　
磯
漕
ぎ
廻
つ
つ
　
島
伝
ひ
　
見
れ
ど
も
飽
か

　
　
ず
　
み
吉
野
の
　
瀧
も
と
ど
ろ
に
　
落
つ
る
白
波

の

四
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
中
に
「
漕
ぐ
」
「
舟
」
　
F
梶
」

F海
」
「
磯
」
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
語
を
伴
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
を

含
ま
な
い
と
す
れ
ば
、
瀬
戸
内
海
の
船
旅
を
「
島
伝
い
に
行
く
」
と
は
、

や

は

り
海
浜
に
臨
ん
だ
と
き
に
、
は
じ
め
て
予
想
が
で
き
る
の
で
は
な

か

ろ
う
か
、
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
島
」
に
は
、
さ
き
の
⑬
三
二
三
二
の
用
例
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
山
中
の
水
流
に
臨
ん
で
い
る
陸
地
を
言
う
場
A
ロ
が
あ
る

（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
）
。
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
（
一
九
八
九
尚
学

図
書
編
）
に
よ
れ
ば
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
次
に
示
す

　
・
富
山
県
東
礪
波
郡
　
真
田
ふ
み
『
越
中
五
箇
山
方
言
語
彙
一
～
六
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
三
年
～
七
八
年

　
．
岐
阜
県
揖
斐
郡
『
美
濃
徳
山
村
民
俗
誌
』
（
『
全
国
民
俗
誌
叢
書
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
九
五
一
年
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・
徳
島
県
　
金
沢
治
『
阿
波
言
葉
の
辞
典
』
　
　
　
　
一
九
六
〇
年

の

各
地
方
で
は
「
川
端
の
土
地
o
ま
た
川
端
の
低
地
に
で
き
た
耕
地
」

を
「
し
ま
【
島
】
」
と
呼
ぶ
と
い
う
。
同
じ
よ
う
に
、
水
島
氏
が
「
お

も
に
大
学
に
お
け
る
古
典
文
学
の
教
材
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る

（r凡
例
」
）
」
と
い
う
、
次
に
挙
げ
る
、

　
『
校
註
万
葉
集
東
歌
・
防
人
歌
』

　
　
　
S
＄
版
1
9
7
2
－
1
9
7
3
　
（
頭
注
）
記
述
な
し
。

　
『
校
註
万
葉
集
東
歌
・
防
人
歌
ー
増
補
改
訂
版
1
』

　
　
　
r
s
版
1
9
7
4
1
1
9
8
2
　
（
頭
注
）
記
述
な
し
。

　
『
校
註
万
葉
集
東
歌
・
防
人
歌
－
新
増
補
改
訂
版
1
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い

　
　
　
初
版
」
⑩
8
5
－
1
9
9
3
　
（
頭
注
）
島
ー
谷
間
の
部
落
・
峡
谷
な
ど

　
　
　
の
地
形
を
こ
の
地
方
で
は
「
島
」
と
言
っ
た
ら
し
い
o

教
材
の
「
1
新
増
補
改
訂
版
ー
」
に
は
、
は
じ
め
て
、
当
該
歌
「
島
伝

ひ

行
く
」
の
頭
注
に
右
の
如
く
注
記
し
た
。
無
論
、
「
こ
の
地
方
」
と

は
秩
父
地
方
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
水
島
氏
は
大
著
『
防
人
歌
全
注
釈
』
（
1
1
0
0
1
i
l
u
r
）
で

は
、
そ
の
【
語
釈
】
に
、

　
　
＊
島
伝
ひ
行
く
　
シ
マ
ヅ
タ
ひ
ユ
く
　
島
伝
い
に
行
く
の
で
あ
る
。

　
　
幾
つ
も
の
島
を
伝
っ
て
行
く
こ
と
だ
。
「
島
つ
た
ひ
に
漕
い
で
行

　
　
く
こ
と
で
あ
る
。
」
（
「
佐
佐
木
評
釈
」
）
。
「
M
E
　
J
　
＝
i
s
l
a
n
d
と
い

　
　
う
か
ら
に
は
当
然
難
波
津
か
ら
の
瀬
戸
内
海
航
行
の
こ
と
を
言
っ

　
　
て
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
こ
の
歌
は
「
難
波
津
か
ら
発
航

　
　
す

る
直
前
の
心
」
（
「
窪
田
評
釈
」
）
で
は
な
く
、
離
れ
が
た
い
妻

　
　
と
別
れ
て
出
立
す
る
に
際
し
て
、
難
波
か
ら
の
瀬
戸
内
海
航
行
の

　
　
こ
と
を
思
い
遣
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。
武
蔵
国
か
ら
海
路
を
と
っ

　
　
て
船
で
行
く
の
で
は
な
い
の
に
、
「
島
伝
ひ
行
く
」
と
い
う
の
は

　
　
や
や
不
自
然
と
言
う
感
が
し
な
い
で
も
な
い
が
、
『
釈
注
』
が
指

　
　
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
「
出
発
時
の
歌
で
あ
り
な
が
ら
、
行
く
先

　
　
途
上
の

我
が
身
の
姿
を
先
取
っ
て
う
た
っ
て
い
る
」
と
考
え
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
き
で
あ
ろ
う
。

と
記
し
、
F
や
や
不
自
然
と
言
う
感
が
し
な
い
で
も
な
い
が
」
、
如
上
の

F予
想
」
説
、
特
に
伊
藤
『
鐸
注
』
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
が

し
か
し
、
そ
の
後
、
水
島
氏
は
再
び
、
『
防
人
歌
の
研
究
』
（
二
〇

o
九

年
）
の
「
第
八
章
　
防
人
歌
の
歌
意
の
検
証
・
確
認
」
〔
武
蔵
国
〕

に

お
い
て
、
「
島
伝
ひ
行
く
」
を
取
り
上
げ
、

　
　
結
句
に

「
島
伝
ひ
行
く
」
と
あ
る
の
で
、
当
然
「
難
波
津
か
ら
の

　
　
こ
と
を
予
想
し
て
言
つ
て
ゐ
る
」
（
「
全
釈
」
）
、
「
難
波
津
か
ら
発

　
　
航

し
よ
う
と
す
る
直
前
の
心
で
あ
る
」
（
「
窪
田
評
釈
」
）
な
ど
と

　
　
見

ら
れ
る
が
、
土
地
の
古
老
の
言
に
よ
れ
ば
、
秩
父
地
方
に
は
谷

　
　
間
の
部
落
・
峡
谷
な
ど
に
、
「
何
々
島
」
と
い
う
地
名
が
残
っ
て

　
　
い
る
こ
と
か
ら
、
往
時
は
こ
う
し
た
地
形
を
「
島
」
と
言
っ
た
ら

　
　
し
い
o
と
す
れ
ば
「
島
伝
ひ
行
く
」
は
難
波
津
か
ら
瀬
戸
内
海
の

　
　
島
伝
い
に
筑
紫
へ
行
く
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
妻
と
別

　
　
れ

て

幾
つ
も
幾
つ
も
の
谷
間
の
部
落
を
経
て
行
く
と
い
う
意
に
解

　
　
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
『
全
国
方
言
辞
典
』

　
　
（
東
条
操
編
）
・
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
（
尚
学
図
書
編
）
に
は
収
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採
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
後
考
を
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い

と
、
さ
き
の
水
島
『
校
註
－
新
増
補
改
訂
版
ー
』
に
、
「
島
ー
谷
間
の

部
落
・
峡
谷
な
ど
の
地
形
を
こ
の
地
方
で
は
「
島
」
と
言
っ
た
ら
し
い
。
」

と
注
記
し
た
、
「
地
形
」
か
ら
更
に
「
谷
間
の
部
落
を
経
て
行
く
と
い

　
　
　
　
　
ハ
お
　

う
意
」
に
な
る
、
と
し
「
な
お
後
考
を
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
結
ん
だ
。
「
土
地
の
古
老
の
言
」
は
、
水
島
氏
が
直
接
聞
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
不
明
で
あ
る
。

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館
）
は
、
見
出
し
語
に
対
す

る
事
例
・
用
例
を
数
多
く
記
す
の
を
旨
と
す
る
。
し
か
し
、
　
r
し
ま

【島
・
嶋
】
」
の
②
に
は
さ
き
の
万
葉
歌
（
⑬
二
二
三
二
）
の
用
例
を
示

す

も
の
の
、
⑤
は
「
集
落
、
村
落
の
意
。
」
と
の
み
記
す
。
水
島
氏
が

い

う
方
言
辞
典
な
ど
で
は
収
採
さ
れ
な
い
事
例
も
多
い
。
例
え
ば
、
柳

田
國
男
『
島
の
人
生
』
「
自
序
」
に

　
　
　
美
濃
の
東
南
部
の
山
村
を
あ
る
い
て
ゐ
た
際
に
、
島
内
安
全
と

　
　
い
ふ
文
字
を
彫
刻
し
た
路
傍
の
立
石
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
島
は

　
　
あ
の
邊
で
は
民
居
の
集
合
、
今
の
言
葉
で
い
ふ
部
落
又
は
大
字
の

　
　
こ
と
ら
し
い
o
（
略
）
上
野
と
武
藏
の
境
上
、
是
も
海
か
ら
ず
つ

　
　
と
入
込
ん
だ
利
根
川
沿
岸
の
低
地
部
に
も
、
地
圖
を
見
て
行
く
と

　
　
何
島
と
い
ふ
類
の
村
の
名
が
、
か
な
り
敷
多
く
眼
に
着
く
や
う
で

　
　
あ
る
。
（
略
）
普
通
に
島
と
謂
つ
て
居
る
言
葉
の
意
味
と
は
一
致

　
　
し
な
い
。
つ
ま
り
、
大
昔
、
我
々
の
シ
マ
と
い
ふ
日
本
語
に
、
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
字
の
島
を
宛
て
た
の
が
當
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
記
し
、
美
濃
の
山
村
（
前
掲
、
揖
斐
郡
徳
山
村
か
）
、
上
野
、
武
蔵
の

利
根
川
沿
岸
な
ど
の
事
例
を
挙
げ
て
、
シ
マ
は
「
普
通
に
島
と
謂
つ
て

居

る
言
葉
の
意
味
と
は
一
致
し
な
い
」
「
民
居
の
集
合
」
「
部
落
」
の
こ

と
で
あ
る
と
す
る
。

　
更

に
、
井
出
孫
六
氏
は
、
「
耕
地
　
山
の
島
」
と
題
し
て
、
次
の
文

章
を
執
筆
し
て
い
る
。

　
　
　
秩
父
の

山
村
の
た
た
ず
ま
い
を
類
型
化
し
て
み
る
と
、
ひ
と
つ

　
　

は
、
蛇
行
す
る
一
筋
の
川
に
よ
っ
て
幾
つ
も
の
集
落
が
串
ざ
し
に

　
　

な
っ
て
山
あ
い
に
点
綴
し
て
い
る
姿
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

　
　
山
ま
た
山
の
向
う
に
急
に
ひ
ら
け
る
台
地
状
の
斜
面
に
、
幾
つ
も

　
　
の

集
落
が
点
在
す
る
姿
だ
。
お
し
な
べ
て
、
そ
れ
ら
の
集
落
を
、

　
　
秩
父
で

は
コ
ー
チ
と
い
う
独
特
の
呼
び
方
を
す
る
。
（
略
）
耕
地

　
　
と
い
う
文
字
が
発
案
さ
れ
る
前
、
人
は
集
落
の
こ
と
を
何
と
い
っ

　
　
て
い

た

の
だ

ろ
う
。
門
平
耕
地
の
小
林
栄
一
老
人
が
亡
く
な
る
前
、

　
　
わ

た

し
は
何
度
か
訪
ね
て
昔
噺
を
う
か
が
っ
た
も
の
だ
。
（
略
）

　
　
r
今
日
は
生
憎
、
ヨ
メ
が
向
こ
う
の
島
に
御
祝
儀
に
よ
ば
れ
て
行
っ

　
　
て
い

る
も
ん
で
、
お
茶
も
滝
れ
ら
れ
ね
え
な
」
。
（
略
）
　
“
島
”
と

　
　
い
う
耳
な
れ
ぬ
こ
と
ば
を
聞
い
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
老
人
の

　
　
指

さ
し
た
の
は
、
山
の
向
こ
う
の
立
沢
耕
地
の
あ
た
り
だ
っ
た
。

　
　
山
の
な
か
の
“
島
”
と
は
、
い
か
に
も
奇
異
だ
が
、
言
わ
れ
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　

　
　
れ

ば
、
し
ご
く
自
然
な
ひ
び
き
が
あ
っ
た
。

と
。
秩
父
で
は
、
川
沿
い
の
集
落
を
「
耕
地
」
と
い
い
、
更
に
古
く
は

F集
落
」
を
さ
し
て
r
島
」
と
い
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
井
出
氏

が
残

し
た
文
章
は
、
水
島
氏
の
「
土
地
の
古
老
の
言
」
を
筆
録
し
た
も
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の

と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　
ま
た
、
鳥
居
龍
蔵
氏
は
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
四
月
か
ら
二

十

日
間
、
「
秩
父
地
方
に
於
け
る
人
類
学
的
旅
行
」
と
称
し
て
、
阿
部

正
功
、
大
野
延
太
郎
ら
と
共
に
、
「
肥
後
の
五
家
の
庄
、
阿
波
の
祖
谷
、

信
濃
の
木
曽
、
岩
代
の
会
津
と
と
も
に
、
世
人
に
武
陵
桃
源
、
太
古
の

民
と
し
て
歌
は
る
s
者
は
か
の
武
蔵
国
武
甲
山
中
、
浦
山
村
に
非
ず
や
。
」

と
、
秩
父
の
「
土
俗
学
上
の
調
査
」
に
臨
ん
だ
。
こ
れ
を
も
と
に
昭
和

五
年
に
「
上
代
の
秩
父
」
と
題
し
て
、

　
　
　
秩
父
及

び
そ
の
附
近
一
帯
は
、
地
理
学
的
に
い
う
と
、
山
麓
地

　
　
帯
で

あ
っ
て
、
た
と
え
そ
れ
が
武
蔵
の
国
で
あ
っ
て
も
、
い
わ
ゆ

　
　

る
武
蔵
野
の
平
野
地
帯
と
大
い
に
性
質
を
異
に
し
て
居
る
。
（
略
）

　
　
此
処

は
山
の
中
、
山
の
麓
の
土
地
で
あ
る
。
さ
ら
ば
両
者
の
そ
の

　
　
位
置
、
地
質
等
の
上
か
ら
、
大
い
に
事
情
の
相
違
し
て
居
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
さ
し
の

　
　
が
知
れ

る
で
あ
ろ
う
。
（
略
）
平
野
地
帯
の
方
を
武
蔵
野
と
い
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
さ
し
ね
　
　
　
　
　
ち
ぢ
ぶ
　
ね

　
　
山
麓
地
帯
の
方
を
武
蔵
根
ま
た
は
秩
父
根
と
い
っ
て
居
る
の
は
、

　
　
最

も
適
当
し
た
言
葉
で
あ
る
。
（
略
）
こ
の
両
者
は
、
自
然
地
理

　
　
の

上
に

相
違
し
て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
人
文
地
理
や
、

　
　
エ
ス
ノ
グ
ル
フ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
土

俗

学
の
上
か
ら
も
相
違
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ざ
し
ね

と
記
し
て
い
る
。
因
み
に
、
万
葉
集
に
は
、
「
武
蔵
祢
」
は
本
稿
「
は

じ
め
に
」
に
挙
げ
た
、
吉
田
歌
碑
「
大
伴
部
小
歳
」
歌
の
前
に
碑
刻
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ざ
し
　
の

れ

た
一
首
の
み
で
、
「
武
蔵
野
」
は
六
例
、
い
ず
れ
も
巻
第
十
四
の

r東
歌
」
国
土
判
明
歌
中
に
見
え
る
。

　
以
上
、
要
す
る
に
、
武
蔵
国
防
人
「
大
伴
部
小
歳
」
歌
の
結
句
「
島

伝
ひ
行
く
」
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
古
代
的
土
俗
を
と
ど
め

る
秩
父
郡
に
お
い
て
、
天
平
勝
宝
七
歳
乙
未
の
二
月
、
出
郷
時
に
、
難

波
津
か

ら
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
伝
っ
て
、
筑
紫
へ
行
く
船
旅
を
予
想
し

て
、
そ
の
感
慨
を
表
現
し
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
妻
と
の
挟
別
の

の

ち
、
国
丁
ま
で
の
家
郷
よ
り
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
地
点
で
、
幾
つ
も
幾
つ

　
　
た
に
あ
い

も
の
谷
間
の
集
落
を
伝
っ
て
防
に
行
く
と
い
う
、
作
中
の
現
在
が
作
歌

時
の
現
在
で
も
あ
る
と
解
し
、
新
井
・
水
島
両
氏
の
後
考
と
し
た
い
。

（注
）
　
（
1
）
　
林
述
斎
・
間
宮
士
信
ほ
か
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
浄
書
献
上
正
写

　
　

本
　
国
立
公
文
書
館
蔵

　
（
2
）
　
青
葉
伊
左
吉
「
吉
田
歌
碑
」
孔
版
刷
一
九
五
五
年
七
月
　
タ
イ
プ
版

　
　
　
↓
九
九
l
i
l
u
r
　
1
月
　
吉
田
町
教
育
委
員
会
再
発
行

　
（
3
）
　
拙
稿
「
秩
父
万
葉
「
大
伴
部
小
歳
」
の
歌
碑
に
つ
い
て
」
『
大
東
文

　
　

化
大
学
紀

要
』
4
9
号
く
人
文
科
学
V
1
1
0
1
　
1
年
三
月

　
（
4
）
　
井
上
光
貞
ほ
か
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
一
九
七
六
年
　
岩
波
書
店

　
　
　
（
r
軍
防
令
2
0
」
「
防
人
の
津
に
至
ら
む
間
に
は
、
皆
国
司
を
し
て
親
ら

　
　

自
ら
部
領
せ
し
め
よ
」
と
あ
る
。
）

　
（
5
）
　
佐
竹
昭
広
ほ
か
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
四
』
二
〇
〇
三
年

　
　
　

岩
波
書
店

　
（
6
）
　
佐
佐
木
信
綱
ほ
か
『
校
本
萬
葉
集
九
』
新
増
補
版
　
一
九
八
O
年
岩

　
　

波
書
店
（
「
諸
説
」
ノ
『
略
解
補
正
』
ニ
ヨ
f
t
　
o
）

　
（
7
）
　
「
軍
防
令
1
9
」
F
宣
勅
慰
労
し
て
発
て
遣
れ
。
其
れ
防
人
1
千
以
上
に

　
　

満
ち
な
ば
、
発
た
む
日
に
内
舎
人
を
遣
は
し
て
発
遣
れ
。
」
と
あ
る
。

　
（
8
）
　
滝
川
政
次
郎
「
萬
葉
集
と
防
人
の
制
」
『
萬
葉
集
律
令
考
』
所
収
一
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九
七
四
年
　
東
京
堂
出
版
（
初
出
一
九
七
一
年
八
月
）

（
9
）
　
青
木
和
夫
ほ
か
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
二
～
四
』
一
九

　

　
九
二
年
岩
波
書
店

（
9
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
古
文
書
編
年
文
書
之
二
』
東
京
大

　
　
学
出
版
会
一
九
九
八
年
（
覆
刻
）

　
　
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
一
』
正
集
↓
九

　
　
八
八
年
　
八
木
書
店

（
H
）
　
岸
　
俊
男
「
防
人
考
」
『
萬
葉
集
大
成
1
1
特
殊
研
究
篇
』
所
収
一
九

　
　
五
五
年
　
平
凡
社

（
1
2
）
　
r
軍
防
令
6
0
」
「
凡
そ
旧
の
防
人
替
へ
詑
り
な
ば
、
即
ち
程
根
給
ひ
て

　
　
発
て
遣
れ
。
」
と
あ
る
。

（
1
3
）
　
天
e
s
i
　
l
u
r
九
月
　
F
諸
国
の
防
人
を
停
め
、
本
郷
に
帰
」
す
と
の
関
連

　
　
で
、
「
諸
国
」
は
東
国
で
、
九
年
九
月
の
「
筑
紫
の
防
人
を
停
め
」
も
、

　
　
筑
紫
に
残
留
し
て
い
る
東
国
防
人
と
す
る
岸
俊
男
説
に
依
る
。
（
新
大

　
　
系
本
『
続
日
本
紀
二
』
補
注
1
0
1
六
七
参
照
）
。

（
1
）
　
虎
尾
俊
哉
『
延
喜
式
中
』
民
部
省
上
　
二
〇
〇
七
年
　
集
英
社

（
1
5
）
　
小
島
憲
之
ほ
か
新
編
日
本
古
典
全
集
「
萬
葉
集
④
』
一
九
九
六
年
小

　
　
学
館

（
1
6
）
　
鴻
巣
盛
廣
『
萬
葉
集
全
鐸
第
六
冊
』
⑳
四
四
二
四
左
注
一
九
三
五
年

　
　
　
廣
文
堂
書
店

（
1
7
）
　
吉
野
　
裕
『
防
人
歌
の
基
礎
構
造
』
　
l
九
八
四
年
　
筑
摩
書
房
。
初

　
　
版
l
九
四
三
年
伊
藤
書
店

（
1
8
）
　
身
崎
　
寿
「
防
人
歌
試
論
」
『
萬
葉
』
8
2
号
一
九
七
三
年
十
月

（
1
9
）
　
鉄
野
昌
弘
「
防
人
歌
再
考
ー
「
公
」
と
「
私
」
ー
」
『
萬
葉
集
研
究

　
　
3
3
集
』
T
E
i
収
1
1
0
1
二
年
　
塙
書
房

（
2
0
）
　
伊
藤
　
博
『
萬
葉
集
鐸
注
十
』
一
九
九
八
年
　
集
英
社

（
2
1
）
　
木
下
正
俊
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
二
十
』
一
九
八
八
年
　
有
斐
閣

（
2
2
）
　
青
木
生
子
ほ
か
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
萬
葉
集
五
』
一
九
八
四
年

　
　
新
潮
社

（
2
3
）
　
相
磯
貞
三
「
防
人
歌
の
採
集
」
『
國
學
院
雑
誌
』
5
7
（
6
）
号
一
九

　
　
五
六
年
一
二
月

（
2
）
　
森
　
敦
司
「
防
人
歌
の
場
ー
武
蔵
国
の
場
合
ー
」
『
万
葉
の
風
土
・

　
　
文
学
』
所
収
一
九
九
五
年
　
塙
圭
旦
房

（
2
5
）
　
針
原
孝
之
「
家
持
と
防
人
歌
ー
武
蔵
国
の
防
人
歌
構
成
」
『
古
典
と

　
　
民
俗
学
論
集
』
所
収
一
九
九
七
年
　
お
う
ふ
う

（
2
）
　
窪
田
空
穂
『
萬
葉
集
評
鐸
第
十
二
巻
』
↓
九
五
二
年
　
東
京
堂

（
2
7
）
　
水
島
義
治
『
萬
葉
集
防
人
歌
の
研
究
』
二
〇
〇
九
年
　
笠
間
書
院

（
2
8
）
　
渡
部
和
雄
「
時
々
の
花
は
咲
け
ど
も
ー
防
人
歌
と
家
持
ー
」
『
國
語

　
　
と
國
文
學
』
一
九
七
三
年
九
月

（
2
9
）
　
松
岡
静
雄
『
有
由
縁
歌
と
防
人
歌
』
一
九
三
五
年
　
瑞
穂
書
院

（
3
）
谷
馨
『
万
葉
東
国
紀
行
』
一
九
六
四
年
南
雲
堂
桜
楓
社

（
3
）
　
水
島
義
治
『
萬
葉
集
防
人
歌
全
注
釈
』
二
〇
〇
三
年
　
笠
間
書
院

（
3
2
）
　
水
島
説
以
前
に
、
新
井
佐
次
郎
「
土
俗
的
解
釈
の
試
み
」
『
航
海
者
』

　
　
2
7
一
九
七
四
年
一
月
、
が
あ
る
。

（
3
3
）
柳
田
國
男
『
島
の
人
生
』
一
九
五
一
年
創
元
社

（
3
）
　
井
出
孫
六
／
南
良
和
『
岩
波
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
2
1
秩
父
ー
峠
・
村
・

　
　
家
』
一
九
八
四
年
　
岩
波
書
店

（
3
）
　
鳥
居
龍
蔵
「
上
代
の
秩
父
」
『
鳥
居
龍
蔵
全
集
第
二
巻
』
所
収
一
九

　
　
七
五
年
　
朝
日
新
聞
社
（
初
出
一
八
九
五
年
五
月
）
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